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１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

【現状と課題】
鶴岡市は、経営耕地面積に対する水田の割合が約9割を占める国内有数の穀倉地帯である。
当法人は鶴岡市西郷地区内で平成27年に設立した農業法人であり、設立当初から水田農地の集積・集約を実施し、水田部
門に係る労働時間を減少し作業効率を高めている。また西郷北部地区基盤整備事業による圃場整備を契機に、転作品目とし
て令和２年より大豆栽培を開始し、年々栽培面積を拡大している。管内における大豆生産は、ゲリラ豪雨や長雨などの影響に
より単収の年次差が見られることから、排水対策や輪作体系の取組を強化することにより、品質向上と安定した収量の確保
が求められている。

【課題解決に向けた取組方針】
①需要に応じた生産
実需者の需要に応えるための品種作付（エンレイ等）及び生産拡大に取組む。また、さらなる作期分散の取組みとして、

作期の異なる品種（リュウホウ）の作付を行う。
②団地化の推進
排水条件・作業の効率化等に配慮した大豆の団地化に向けた話し合いを実施する。

③排水対策
適期作業を徹底するとともに、サブソイラー等による弾丸暗渠の実施などの排水対策に取り組む。

④輪作体系の構築
連作障害による地力低下に起因した単収低下を改善するため、水稲との輪作体系の構築による地力改善、肥料削減、

単収の高位安定化を図る。
⑤補助事業の活用
補助事業の活用による団地化の推進とともに機械等の導入により、作業省力化及び高品質安定生産を行い、販売額の

向上を図る。



２．産地と実需者との連携方針

【大豆】
生産者（農事組合法人バラファーム）⇒ 農業協同組合 ⇒全農等 ⇒ 実需者

現状取扱量：Ｒ４年産 ５０．７ｔ（うち実需者 １６ｔ）
目標値：Ｒ７年産 ５６．８ｔ（うち実需者 １８ｔ）

※ 産地と実需者については具体的な名称を記載すること。
※ 麦の実需者は、麦を原料とした加工品等の製造を業とする者（製粉会社、製パン会社、製麺会社等）とする。
※ 大豆の実需者は、大豆を原料とした加工品等の製造を業とする者、大豆の販売を業とする者及びこれらの者が組織する法人その他の団体とする。
なお、販売を業とする者を実需者とする場合は、その者が販売する先（最終実需者）について、代表的な者の名称を記載すること。

※ 産地と実需者それぞれの国産麦・大豆取扱量の現状とおおむねの目標値を記載すること。



※ 産地と実需者との連携について、図等を用いて明示すること。
※ 取組の中心となる農業者等を必ず位置付けること。

３．麦・大豆の国産化に向けた推進体制及び各関係者の役割
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